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第 9 回会議

資料３－４

様式第３号（第６条関係） 

小田原市市民活動応援補助金事業計画書    ○表
１ 事業の目的 

２ 事業の内容とスケジュール 

（例）内      容：１.○○○講演会          ２.□□□□研修会  
   対象と人数：  ○○○○ △名           □□□□ ○名 
   実施日程  ：   平成○○年□月△日    平成○○年□月△日、○月×日、… 
   実施場所  ：   □□□□         △△△△△△△ 
   そ  の  他： 

３ 事業の効果と今後の展望                    ○裏

【以下は該当の場合のみご記入ください】 

４ 同一事業で２回目以降の補助を申請する場合にお尋ねします。過去に補助金を受け

たことによる事業の成果、そして今回、更に補助金を受けた場合、事業をどのように

展開していくかなど、事業を取り巻く経年の状況をご記入ください。 

５ これまで補助を受けた事業と別の事業名で申請する場合にお尋ねします。「これまで

の事業」と「今回申請する事業」との相違点をご記入ください。 

【記入のポイント】 
・何のために事業を実施するのか、必要性や、解決したい課題が
わかるように記入。 

事業の内容、対象と人数、実施日程、実施場所等を詳しく記入。 
事業の内容がいくつかある場合は、その内容ごとに記入。 

【記入のポイント】 
・申請した事業の実施により、２～３年後にどのような効果が生じるのか。 
・申請した事業について、２～３年後どのように展開していくことを想定し
ているのか（事業の内容、規模、対象や人数など）。 

改正案 


